
 

 

２０２５年１０月２８日 

 

筑波大学との中小企業支援プログラム 
「女性に選ばれる企業を目指すウェルビーイング経営講座」開講について 

～人材不足時代を勝ち抜くために～ 

 

武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、２０２５年１２月より、筑波大学スマートウエルネス    

シティ政策開発研究センター（センター長 久野 譜也）注１およびぶぎん地域経済研究所  

（社長 小山 和也）と共同で、県内の中小企業を支援するプログラムとして「女性に    

選ばれる企業を目指すウェルビーイング経営講座」を開講いたしますので、お知らせします。 

 

当行では、健康・ウエルネスの視点を採り入れることで、地域活性化の取組みを一層加速

させていくことを目的に、２０２３年より筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究

センターとの人的交流を開始し、同センターが遂行中のＳＩＰ（戦略的イノベーション創造

プログラム）注２における「女性特有の健康課題が仕事のパフォーマンスに影響しているが、

対応が進んでいない」という課題認識に基づき、県内の企業経営者を対象としたセミナーの

開催や企業の実態リサーチ、アンケート調査など協働を進めてまいりました。 

 

現在、人材の確保・定着が多くの中小企業にとって急務となっておりますが、特に    

健康面を含む女性の活躍推進上の課題に対する認識不足は、貴重な人材の流失へと繋がり、   

競争力低下はもとより持続可能性への懸念などに結び付いていくことが危惧されております。 

このようななか、従業員を含むステークホルダーの幸福と経済価値の両立を図り、持続的

成長を実現していくという「ウェルビーイング経営」の重要性が指摘されています。 

 

今般の中小企業支援プログラムは、女性に選ばれるウェルビーイング経営の実践を   

後押しするもので、筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究センターの専門家を 

講師に、これまでの研究成果や先進事例などを紹介しながら、自社の現状の把握・分析を  

行い、今後の改善に向けた実践へと繋げていただくことを企図しております。あわせて、  

参加企業同士の交流機会としてナイトサイエンス（懇親会）も併催し、埼玉県における   

ウェルビーイング経営の気運醸成を目指してまいります。 

加えて、プログラム受講後における改善計画の策定やそれに基づく制度・環境整備、   

アンコンシャスバイアスをなくす施策の立案、女性特有の健康課題の影響を和らげるＡＩ 

アプリの活用など、当行と筑波大学が継続的に取組みを支援する態勢を整えております。 

 

当行では今後もこうした取組みを通じ、持続可能な地域経済及び社会の創出に貢献して 

まいります。 

 
注１ 筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究センター 
健康長寿社会を実現できる都市の創生に資するため、超高齢社会に起因した諸課題に関する開発研究を 

推進し、その成果としての政策を社会に提言するとともに、これらを実現できる高度職業人の養成機能を  
確立することを目的に２０２０年１１月に筑波大学内に創設された機関です。 
 

注２ ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム） 
内閣府総合科学技術・イノベーション会議が司令塔となり、府省の枠や旧来の分野を超え、科学技術   

イノベーション実現のために創設した国家プロジェクトです。基礎研究から実用化・事業化を見据えて   
研究開発を推進し、経済成長の原動力として社会を飛躍的に変える科学技術イノベーションを強く推進する
ものです。（ＳＩＰは、Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program の略称です。） 
今回のセミナーは、久野 譜也氏がプログラムディレクターを務めているＳＩＰ「包摂的コミュニティ  

プラットフォームの構築」（期間：２０２３年度～２０２７年度）の一環となります。 
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≪プログラム概要≫ ～文部科学省「リカレント教育エコシステム構築支援事業」～ 

 

日 程 ２０２５年１２月～２０２６年２月（全３回）１５：００～１７：３０ 

会 場 清水園（さいたま市大宮区東町２－２０４－１） 

対 象 中小企業の経営者および総務・人事担当など実務者 

定 員 ２０社×２名（経営者および実務者） 受講料 無料 

主 催 武蔵野銀行、筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究センター 

共 催 ぶぎん地域経済研究所 

内 容 

第１回 

１２／１９（金）

(経営者・実務者)

女性に選ばれるウェルビーイング経営とは・自社の現状把握 

・なぜ経営改革に「ウェルビーイング経営」が必要か 

・企業のサステナビリティと女性活躍との関係 

・女性特有の健康課題への理解、その対策 

・ウェルビーイング経営指標による自社評価 

・ウェルビーイング経営を推進している中小企業の先進事例 

講師 久野 譜也氏 

筑波大学大学院人間総合科学学術院 教授 

筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究センター長 

内閣府ＳＩＰ「包摂的コミュニティプラットフォームの構築」 

プログラムディレクター 

第２回 

１／１４（水） 

（経営者） 

 
オンライン開催 

ウェルビーイング経営のために必要な制度・ 

アンコンシャスバイアス対処法の理解 

・ウェルビーイング経営のために必要な制度・事例の理解 

・社員のやる気を最大化する共感マネジメント 

・ウェルビーイング経営指標の結果に基づく対策① 

１／２７（火） 

（実務者） 
 

オンライン開催 

ウェルビーイング先進事例の学習 

・ウェルビーイング経営のために必要な制度・事例の理解 

・社員のやる気を最大化する共感マネジメント 

・ウェルビーイングの評価方法に対する理解 

講師 塚尾 晶子氏 

株式会社つくばウエルネスリサーチ 取締役副社長 

内閣府ＳＩＰ「包摂的コミュニティプラットフォームの構築」 

プログラムディレクター補佐 

茨木 拓也氏 

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所ニューロイノベーションユニット 

 ディレクター 

第３回 

２／１０（火） 

(経営者・実務者) 

自社の現状分析・今後の改善の方向性の発表 

・ウェルビーイング経営指標の結果に基づく対策② 

・グループディスカッション 

講師  久野 譜也氏、塚尾 晶子氏、茨木 拓也氏 

以 上 

報道機関からのお問い合わせ先 

総合企画部 吉田 均 

TEL（048）641－6111（代表） 
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